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モリブデンの毒性に関する研究※

第3報 モリブデン投与が家兎の皮膚および

被毛にわよぼす影響について

青木晋平（畜産学研究室） 田畑　良（関東々山農試畜産部）

Sh1npe1AOKI， and－Ich1r6TAHATA

　　　　　Stud．1es　on　the　Tox1c1ty　of　MoIybd．enum

3．The　Effect　of　Oral1y　Admm1stered－Mo1ybdenum　on　the

　　　　　T1ssue　of　Sk1n　and　Woo1m　the　Rabb1t

　　　　　　　　I。緒　　　　言

　われわれは，先に，ラッテおよび家兎を材料に，モリ

ブデン（以下MOと記す）投与が，それらの発育，一般

健康状態および各種臓器におよぼす影響について，若干

の知見を報告した。（2）（3）今回は，Moの投与が，家兎の

皮膚，被毛におよぼす影響について実験をおこなったの

で，その結果について報告する．

皿．材料および方法

／　供試兎，試験区，試験期間，Mo投与法，飼養管理

法等は，全て前報（3）のとおりである．

2．測定事項および方法

（1）　皮厚．試験終了直後屠殺剥皮した皮膚の肩部，

脇腹部から小片を採取し，直ちに／0％ホルマリン液で固

定，常法によりパラフィン包埋し組織標本を作成した．

プレパラートは，皮膚に垂直な垂直切片を作り，染色は

第1表

Vang1ssOn法によりおこなった。切片の厚さは15μとし，

厚さの測定は，表皮各層（角化層，種子層）および，真

皮各層（乳頭層，網状層）について，各々／0個のサンプ

ルにつき，ミクロメーターを用いておこなった．

（2）　被毛の太さ．全毛および毛髄の太さの測定は，

皮厚同様，脇腹部の緬毛各々20本宛について，パラフィ

ン包埋法により申央部切片を作成，その長径，短径につ

いておこなった．

（3）　被毛の強伸度・（2）と同様肩部，脇腹部から

採取した緬毛各々50本の申央部について，条件制御温室

内に設置したデフォルデン型ビューレット繊維強伸度試

験機を用い，温度約20．C，湿度約65％の下で測定をおこ

なった．

　　　　　　　皿。結果および考察

1．皮厚．皮厚の測定結果を，部位および試験区別に，

個体毎の平均値で示すと第1表のとおりである．

皮膚各層の厚さの比較

（単位μ）

部位別 区別 個体別 性別 全皮厚 全表皮 角化層 種子層 全真皮 乳頭層 網状層

，
対照区 No．1 ♂ 1056 21 ／0 1

1
1035 195 840

No．2 ♀ ア67 ／9

8
1
／ 748 182 566

背　　部

Mo区 No．3 ♂ ／482 22 1
1

1
1

1460 599 861

No－4 ♀ 77／ ／7

8 9 754 258 4％

対照区 No．1 ♂ ／383 2／ ／0
／
1

！362 321 1041

No．2 9 682 ／9

7
／2 663 ／80 483

脇腹部
Mo区

Nα　3 ♂ ／つ86 22 ／0 12 ／064 436 628
Nα　4 9 997 ／3

6 7 984 387 59ア

※　昭和32年度日木畜産学会関西支部例会講演
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　家兎の皮膚は，表皮，真皮，皮下織の3部分から構成

されており，表皮は，角化層と種子層とから成り，真皮

は，乳頭層，網状層からできている．皮下織は，極めて

細い膠質繊維からできており，その最下層に弾カ繊維が

あって，これから皮筋に接している．全皮厚は，上記3

部を含むものであるが，本実験では，その申に皮下織を

含めていない．

　第1表によると，肩部，脇腹部とも，各層の値に個体

差が大きく，両試験区間に一定の傾向が認められなかっ

たが，乳頭層においてのみ，両部とも，Mo投与区の方

が対照区より大きな数値を示している．

　上坂等の報告（4）によると，家兎（白在，アンゴラ）の皮

厚は，背，肩が最も厚く，脇腹，尻がこれにつぎ，下腹

が最も小さいといわれているが，本実験では，肩部と脇

腹部の間には大差が認められなかった．林等（8）は，Mo

中毒牛の皮厚は，健康牛のそれにくらべ，うすくなって

いると報告しており，その理由’を，申毒の結果栄養状態

が悪化するためであると云っている．又上坂等（5〕は，栄

養の悪化は牛の全皮厚，表皮および真皮の厚度を小さく

し，表皮では，角化層より種子層に，真皮では，網状層

よりむしろ乳頭層にその影響が著しくあらわれることを

報告している．これらの報告は，理論的にも妥当と考え

られるのであるが，本実験の結果は，上述のように，Mo

投与による皮厚えの影響は殆んど認められず，乳頭層で

は，むしろ逆の結果を示している．これらの点について

は，測定上の問題もあると思われるので，今後更に検討

したい．

2．被毛の太さ．家兎の被毛は，普通，粗毛，粗緬毛お

よび緬毛に分けられるが，従来の研究（4）（6）によると，被

毛密度の90％以上を緬毛がしめているので，本実験では，

緬毛についてのみその太さ　（全毛および毛髄の長径，短

径）の測定をわこなった．結果を，部位わよび試験区別

第2表緬毛の太さの比較
（単位μ）

全　　毛
個体別

毛　　髄
部位別 区別 性別

長径 短径 長径 短径

対照区
No．1Nα2 ♂

9

15，414．5 ／2，2／／．5

7
．
0
6
．
4

5
．
4
5
．
6

背部

Mo区
No．3No．4

♂
9

／6，620．5 ／2，6／0．2

5
．
7
5
．
3

5
．
5
4
．
4

対照区
No．1No．2

♂
9

／3，9！4．7 12，31／．5

9
．
／
6
．
4

6
．
0
5
．
2

脇腹部

M・崖
No．3No－4 ♂

9

14，／14．3 12，3／／．4

5
，
5
5
．
5

4
．
8
4
．
6

に，各個体の平均値で示すと，第2表のとおりである。

　第2表によれば，全毛の長，短径には，背毛，脇腹毛

とも，両試験区間に大差が認められないが，毛髄において

は，M0投与区の方が，長短径とも若干小さくなる傾向

を示している．この傾向は，われわれが先にMo過剰地

帯にみられる被毛擢色牛の被毛について調査した結果（1）

と類似している．既に別の報告（1）でふれたように，毛髄

の太さに影響を与える要因としては，種々のものが考え

られるが，皮厚の場合同様，栄養状態が大きく影響する

ことは，羽部等の報告（7）にもみられるとおりで，本実験

の場合も，屠殺時の栄養状態がMO区のものでは，対照

区のものに比べて明らかに劣っていたことから，（屠殺

時平均体重，対称区2203g，Mo区／307g），このよう

な結果をみたものと思われる．

3．被毛の強伸度．被毛の強度というのは，破壊張力の

ことで，これの測定値は，一定の重量をかけてそれが切

断される時までに支え得る重さの絶対値で示される．

又，伸度というのは，この破壊時の伸びを示すものであ

る．両者の測定結果を，部位および試験区別に示せば，

第3～4表，第1～2図のとわりである。

第3表破壊張力の比較
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第4表伸長度　の　比較
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　第3表および第1図によれば，両区の示す破壊張力に

は，背毛，脇腹毛ともに明らかな差異が認められ，M0

区は対照区にくらべて強度が劣っている．伸度は第4表

わよび第2図に示すとおりで，M0投与区の値が若干低

くなっているが，強度ほどはっきりした差は認められな

い．羽部等（7）も，アンゴラ兎を用いての実験で，飼料の

悪化による体重の減少に伴なって，被毛強伸度の絶対値

が低下することわよび，この影響は，伸度よりも強度に

おいて顕著であることを報告しているが，本実験の結果

もほぽこれと類似した傾向を示していることから，毛髄

の場合と同様，MO申毒による栄養状態の悪化が，この

ような結果をもたらしたものと考えられる．

　　　　　　　一w。要　　　　約

　前報に引きつづき，Moの毒性を調べる目的で，／47日

間にわたり，家兎に，体重1009あたり／目／0mgのMo

投与をおこない，その皮膚，被毛におよぽす影響を調べ

たところ，次のような結果を得た．

1．皮厚に対するMo投与の影響は，特に認められなか

つた．

2．毛髄の太さは，M0投与区が対照区にくらべ若干劣

っていたが，全毛のそれにはそれほど差カ溜められなか

った。

3．被毛の強伸度は，いづれも，Mo投与区が対照区に

くらべて劣っていたが，その割合は，強度の方が伸度よ

り大きかった．

謝辞　本報告申強伸度の測定は，京都大学農学部畜産

学研究室に依頼してわこなったものである．附記して感

謝の意を表したい。
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Summary 

Molybdenum (lOmg per 100gm B. W. per day) was administered to four rabbits, 106 days 

old, for 147 days in order to examine its toxicity upon the tissue of skin and wool 

The results oftained were as follows: 

(1). There was no significant difference in tlle thickness of the skin between the treated 

rabbits and the non-treated ones. 

(2). The wool inedulla of the treated rabbits was inferior in its development to that of 

the non-treated, but the thickness of the whole woo] showe.d no rernarkable difference 

(3). The breaking stress and the tension of wool were inferior to those of the non-treated, but 

the degree of inferiority was lower in the tension than in the breaking stress 


